
社会福祉法人おさなごの城会 SDGs宣言
当法人は、「子供達の人権や主体性を尊重し、のびのびと保育を」との経営理念のもと、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決、および持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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社会福祉法人おさなごの城会

理事長 瀬川 大秀

重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

地域の未来を支える子供の育成 環境問題への対応
多彩なイベントや体験学習を通じて、元気なからだと
優しい心をもつ子供の育成に努め、地域の未来を支え
てまいります。

環境問題を課題と認識し、食育活動により子供の
フードロス削減への意識を醸成します。また、身近でで
きる省エネ・省資源に取り組みます。

【主な取り組み】

イベントや体験学習の実施、子育て支援センター業務
の受託、自治体等との連携強化

【主な取り組み】

野菜の栽培・収穫・料理体験などの食育活動、太陽
光発設備の設置、照明のLED化、節電・節水の励行

コンプライアンスの徹底働きがいのある職場づくり
全役職員が関連法令や社会規範を遵守し、お取引
先との公正な取引に努め、地域の皆さまからの信頼に
お応えします。

スタッフ一人ひとりの個性や生活スタイルを尊重し、
いきいきと働くことができる職場づくりに努めます。また、
スタッフの育成に取り組み、質の高い保育を実現します。

【主な取り組み】

法令遵守の徹底、教育方針の明文化、情報の厳正
管理、公正な取引の励行

【主な取り組み】

柔軟な勤務体系の導入、休暇制度の拡充、ハラス
メント防止、職場環境の改善、研修の充実

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


